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   令和元年７月１日（第230号） 

 
県社協ニュース 

発 行 
社会福祉 

法  人 
熊本県社会福祉協議会 

熊本市中央区南千反畑町3-7／TEL(096)324-5454  

http://www.fukushi-kumamoto.or.jp/ 

 平成30年度事業報告等が承認される ～ 第１回理事会及び定時評議員会を開催 ～ 

６月６日(木)に第１回理事会、24日(月)に定時評議員会を開

催し、(1)平成30年度事業報告、(2)平成30年度一般会計等収支

決算、(3)令和元年度一般会計等補正予算などの議案が承認され

ました。 

平成30年度は、次の主要項目に取り組みました。 

① 平成29年度に実施した｢県社協ビジョン｣の中間評価結果

に基づき、必要に応じた年次計画を実施しました。② 市町村地

域支え合いセンターとの連携をなお一層強化するなど、地域における相談支援体制の強化に取

り組みました。③ 地域の支え合い体制づくりを推進するとともに、今後の大規模災害の発生に

備えて運営体制の強化を図りました。④ 地域福祉権利擁護事業のサービスの均質化と適正な運

営が図られるよう個別訪問を強化し、また、市町村社協による法人後見の取組を積極的に支援

しました。⑤ 生活福祉資金貸付事業等各種貸付事業の活用とともに、関係機関との連携による

対象世帯の経済的自立を支援しました。⑥ 社会福祉振興基金の助成により、民間福祉団体及び

小規模団体、市町村社協等の福祉活動支援を行うとともに、福田令寿人材育成基金により専門

資格の取得を支援し、福祉人材の育成に取り組みました。⑦ 経営相談事業により社会福祉法人

への経営支援に努めるとともに、生計困難者レスキュー事業の支援に努めました。⑧ 福祉人材

の確保と定着支援につなげる事業に取り組むとともに、福祉従事者のスキルアップ研修を実施

するなど、質の向上を図りました。⑨ 運営適正化委員会活動の充実及び事業所等における福祉

サービスに関する苦情等を適切に解決するために苦情解決体制整備の推進を図りました。 

 また、定時評議員会において、理事及び監事が次のとおり選任されました。任期は、令和元

年６月24日から令和２会計年度に関する定時評議員会終結の時までとなります。      [敬省略]         
役 名 氏 名 主たる役職名 役 名 氏 名 主たる役職名 

理 事 宮本 武夫 県民生委員児童委員協議会 会長 理 事 川村 隼秋 県手をつなぐ育成会 会長 

理 事 小笠原嘉祐 県社会福祉法人経営者協議会 会長 理 事 福田  稠 県医師会 会長 

理 事 跡部  尚子 県老人福祉施設協議会 会長 理 事 栁田 誠喜 県社会福祉協議会 常務理事 

理 事 本藤  潔 県保育協議会 会長 理 事 良永彌太郎 熊本大学 名誉教授 

理 事 武元 典雅 県知的障がい者施設協会 会長 理 事 石橋 敏郎 熊本大学教育学部 シニア教授 

理 事 元松 茂樹 県市町村社会福祉協議会連合 会  会長 監 事 松本 敬士 社会福祉法人七城園 理事長 

理 事 潮谷 愛一 熊本市社会福祉協議会 会長 監 事 西岡 由典 前熊本さわやか長寿財団常務理事 

理 事 渡辺  克淑 県健康福祉部 部長 監 事 千歳 睦男 公認会計士 

理 事 萩嶺 淨円 県ボランティア連絡協議会 副会長  
 

 会長、副会長及び常務理事を選定 ～ 第２回理事会を開催 ～ 

６月28日(金）、県総合福祉センターで開催した第２回理事会において、会長、副会長及び常

務理事の選定が行われ、次のとおり決まりました。 

役 名 氏 名 主たる役職名 

会 長 良 永 彌太郎 熊本大学 名誉教授 

副 会 長 元 松 茂 樹 県市町村社会福祉協議会連合会 会長 

副 会 長 小笠原 嘉 祐 県社会福祉法人経営者協議会 会長 

常務理事 栁 田 誠 喜 県社会福祉協議会 常務理事 

 また、本会が特定社会福祉法人になったことから、｢内部管理体制の基本方針｣及び｢監事監査

規程｣の制定等に関する議案についても承認されました。       [敬称略] 

 

【評議員会の様子】 

【第２回理事会の様子】 
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市町村社会福祉協議会事務局長研修会を開催 ～ＢＣＰのポイントを学ぶ～ 

５月31日(金)、県総合福祉センターで、市町村社会福祉協議会事務局長研修会を開催し、37名

が参加しました。研修会では、はじめに、県健康福祉政策課 地域支え合い支援室と県消費生活

課から、県の地域福祉関係事業や高齢者等の消費者被害に係る見守り活動についての行政説明が

あり、続いて、県社協関係各課から、社協の事業動向について説明しました。 

その後の講演では、｢熊本地震から学ぶＢＣＰのポイント｣

をテーマに、ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社の砂川

直樹 氏から、ＢＣＰ策定の必要性、事業継続のための方法

などについて、お話ししていだきました。 

災害発生時に社協は、地域からの避難者の受入れや介護保

険事業等の利用者へのサービス支援の継続、災害ボランティ

アセンターの設置・運営など、地域において大きな役割が求

められています。今回の研修会は、その役割を果たしていく

ため、今後何を行っていくべきかを考える機会となりました。 

熊本県介護支援専門員実務研修受講試験『試験案内』記載内容の訂正について 

2019年度熊本県介護支援専門員実務研修受講試験に係る『試験案内』において、受験資格に関

する誤記があり、以下のとおり訂正しましたのでお知らせします。 

申込みにあたっては訂正内容にご留意いただきますようお願いします。 

受験を希望される皆様、ならびに関係の皆様にご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し

上げます。 

なお、受験申込書に添付して提出する証明書は、訂正前の試験案内にある各証明書の様式を使

用して構いません。 

１ 誤記の内容等 

｢実務経験（見込）証明書｣に記載する受験資格の一つである｢就業期間｣（当該業務に従事し

た期間であり、通算５年以上であることが必要）について、除外する必要のない｢休日、休暇

（公休を含む）、研修、出張等の期間｣も除外して算定するよう、誤って記載していました。 

正しくは、｢就業期間｣を算定する際に除外する必要がある期間は、育児休業、病気休業、介

護休業といった休職期間だけです。 

 訂正内容の詳細については、本会ホームページに掲載しています。 

２ 申込期限の変更 

 ７月10日(水)から、７月31日(水)に延長します。(当日消印有効) 

３ 問合せ先 

熊本県社会福祉協議会 福祉人材・研修センター  

（TEL 096-322-8077） 月曜日～金曜日〔休日を除く〕 

九州各県の取り組みと課題を共有 ～九州ブロック運営適正化委員会事務局連絡会議～ 

６月27日(木)、県総合福祉センターで九州ブロック運営適正化委員会事務局連絡会議を開催

し、各県の運営適正化委員会事務局から９名が参加しました。 

会議では、本会福山事務局次長の挨拶のあと、事前に各県から提出された、① 運営監視にお

ける現地調査について、② 第三者委員がより機能するための取り組みについて、③ 長時間に及

ぶ苦情・相談等の電話対応について、④ 事情調査のための事業所訪問について、⑤ 申出人が事

業所への指導や謝罪を求める苦情相談への対応について等、８件の協議事項を基に情報と意見の

交換を行いました。 

また、運営適正化委員会事業の大きな柱である、福祉サービス利用援助事業の適正な運営確保

と福祉サービスに関する利用者等からの適切な苦情解決について、各県の取り組み状況を共有

し、運営適正化委員会の重要な役割を再認識する機会となりました。 

【事務局長研修会の様子】 
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各課トピックス      ＊お問合せは、県社協各課まで 

総 務 課 地 域 福 祉 課 

TEL 096-324-5454 ／ FAX 096-355-5440 TEL 096-324-5470／ FAX 096-355-5440 

◆県民間退職共済への加入のご案内◆ 

熊本県民間社会福祉事業従事者退職共済事業は、

県内の民間社会福祉事業を営む事業所(社会福祉法

人)に勤務する職員の皆様の将来の生活安定を図る

ことを目的とした、加入者にとって大変有益な退職

共済です。毎月加入を受け付けております。 

 各種手続き及び事業内容については、総務課まで

お問い合わせください。 

◆市町村社協新任職員研修会開催のご案内◆ 

期 日 ８月６日(火)～７日(水) 

会 場 荒尾市社会福祉協議会 

定 員 30名程度 

対象者 原則として勤務年数が３年未満(４月１日現

在)の市町村社協職員 

参加費 2,000円 

※ 詳細は、地域福祉課にお問合わせください。 

施 設 福 祉 課 民 生 課 

TEL 096-324-5462／ FAX 096-355-5440 TEL 096-324-5475／ FAX 096-355-5440 

◆ソウェルクラブ会員交流事業のご案内◆ 

事業名 ｢山口下関２日間の旅｣ 

期 日 ８月24日(土)～25日(日) 

宿泊場所 西長門リゾート(山口県下関市) 

定 員 40名 

参加費 15,500円(通常価格31,000円) 

申込期日 ７月18日(木)～19日(金)予定 

＊ 詳細は、会員事業所に別途ご連絡します。 

◆ひとり親家庭高等職業訓練促進資金｢入学準備金｣のご案内◆ 

 高等職業訓練促進給付金を受給しながら各種養成

機関に在学しているひとり親家庭の親の資格取得を

促進し、同家庭の自立を支援するための貸付制度で

す。現在、入学準備金（50 万円以内）の第１期受付

中です。締切日：７月 23 日(火) 

 養成機関を終了後、取得した資格が必要な業務に５

年間従事すると返済が免除されます。 

※ 詳しくは、本会ホームページをご覧ください。 

福 祉 人 材 ・ 研 修 セ ン タ ー 地 域 福 祉 権 利 擁 護 セ ン タ ー 

TEL 096-322-8077 ／ FAX 096-324-5464 TEL 096-324-5474 ／ FAX 096-324-5456 

◆保育士就職支援研修会&体験会 2019開催のご案内◆ 

〇研修会 

日 時 ７月 29日(月) 14:00～16:00 

会 場 県総合福祉センター５階 研修ホール 

〇体験会 

日 時 ７月 30日(火)、31 日(水)、８月１日(木) 

 9:30～11:30 

会 場 市内保育園 

対象者 保育士の仕事に興味がある方及び学生等 

※参加費 いずれも無料（研修会のみ託児所有り） 

◆地域福祉権利擁護事業 

市町村社協個別訪問について◆ 

地域福祉権利擁護事業の実施状況を把握するとと

もに、今後の課題等について共有・検討するため、各

市町村社協への個別訪問を実施しています。 

今年度は、昨年度訪問していない社協・支所への訪

問を予定しています。 

訪問先の社協と日程調整を行い、５月から順次実施

しておりますので、ご協力をお願いします。 

ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー ご 案 内 

TEL 096-324-5436 ／ FAX 096-324-5427 ◆老人の日・老人週間(月間)ﾎﾟｽﾀｰ頒布のお知らせ◆ 

９月15日の｢老人の日｣、同月21日までの１週間の

｢老人週間｣に合わせ、老人の日・老人週間(月間)ポス

ターを頒布します。 

価 格 Ｂ２判 300円、Ｂ３判 250円 

※ 週間と月間の２種類があります。 

※ 白紙と社協記載あり、団体名の刷込み(200枚以

上の申込みに限る)が選択できます。 

送 料 500円 

申込期限 ７月10日(水) 

詳細および申込方法は、地域福祉課にお問合わせく

ださい。 

◆ボランティア活動推進者研修会のご案内◆ 

テーマ ｢コーディネーター(社協職員等)に 

求められる“力”と“役割”｣ 

日 時 ７月31日(水) 10:30～15:30 

会 場 ＫＫＲホテル熊本 ２階｢ローズルーム｣ 

講 師 日本ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ協会 運営委員 

杉並区社会福祉協議会 管理係長 

               疋 田 恵 子 氏 

対象者 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ等の市町村社協職員等 

参加費 １人2,000円 


